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 子供の町 

 だより      
               

 

「『どんぐり棟』が完成しました」 

社会福祉法人 子供の町 

理事長  齊ノ平 伸一 

4 月 26 日に、「どんぐり棟」が竣工しま

した。子供の町後援会の皆様にご支援を賜

り、心から感謝申し上げます。 

この建物の名称を当初は新管理棟と呼ん

でいたのですが、管理するという名称は子

供の町にはふさわしくないとの声があり、

職員間で名前の検討会が開かれました。丁

度、わくわくプロジェクト（わくわくする

職場をつくる会）が開催されたときに、あ

る職員から「どんぐり棟」という名前はど

うかと、提案がありました。子供の町はど

んぐりの木があり、どんぐりという名前

は、小さな子どもでも覚えるこができる、

という提案です。 

そこで、「どんぐり棟」の名称に決まり

ました。 

２階には、職員のリラックスルーム（ど

んぐりカフェ）があります。 

部屋のネームプレートは、春日部にある

飯島桐箪笥製作所 [埼玉県指定伝統工芸

モデル工場]さんが桐材を加工し、作成い 

 

ただきました。尚、春日部は、江戸時代に

日光東照宮が建築された後、職人が定住

し、桐の木を材料として桐タンスを作り始

め、桐タンスの産地になったことで有名で

す。 

職員会議室の名前は、春日部の桐から

「ポロニア」に決まりました。 

また、受付の木材には、埼玉県秩父産の

杉材も使用しております。 

どんぐり棟の壁には

元公益社団法人日本山

岳協会会長、子供の町

会長の田中さんと、東

商アソシエート（株）様のご支援で、ボル

ダリングウォールが設置されました。子ど

もたちの中から将来、ボルダリングのオリ

ンピック選手が出ることを期待していま

す。 

設計・監理は、(株)モリモトアトリエ一

級建築士事務所様、施工は、㈱松永建設様

です。子供の町に相応しい、夢のある建物

に仕上げていただき深く感謝申し上げま

す。 
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  「安心・安全づくり」 

子供の町 施設長  坂本仁志 

令和 3 年度が、新規採用職員 10 名を迎え

て、始まりました。子供の町の子どもたち

も、それぞれ進学・進級してひとり一人が成

長を感じさせてくれています。 

 また新年度早々に新しい建物が完成し、

引っ越しの準備を進めているところです。

この度の後援会のご支援に深く感謝申し上

げます。 

 ところで、新型コロナウイルスの感染拡

大が、一年前の発生時に、こんなに長引くこ

とをどれだけの人が想像していたでしょう

か。第一波の緊急事態宣言から現在は第四

波と言われる感染状況となって、様々な変

異種も確認されています。子供の町でも感

染防止に子どもたちの協力をお願いし、現

在も対応を図っているところです。 

 今回の新型コロナウイルスのように予期

せぬリスクが社会全体をそして施設の運営

に投げつけられることがあります。（新型イ

ンフルエンザへの警戒はこれまでにもあっ

たので、新型コロナウイルスについても全

く予期せぬということではないかもしれま

せんが） 

また、発生から 10 年を迎えた東日本大震

災も、10 年前の 3 月 11 日に突然襲ってき

ました。その後も何度か大きな地震が各地

で発生しています。いつ襲ってくるかわか

らないリスクを想定し、できる限りの備え

をしておく必要があります。 

 子供の町でも、様々なリスクを想定して

マニュアルの作成や退避訓練を実施してい

ます。また、職員に日常の中で起きたヒヤリ

としたこと、ハッとしたことを「ヒヤリハッ

ト報告」として提出してもらっています。1

件の重大な事故が起きる背景には 29 件の

軽微な事故と 300 件のヒヤリハット事例が

あると言われ「ハインリッヒの法則」とも言

われています。 

 ヒヤリハット報告を提出し周知すること

で、例えば、ある寮で消火器を保管する器具

のネジが外れて落ちたという事例を自分の

寮でも点検しておく水平展開を実行するこ

とで未然に落下防止することができたり、

子どもがケガした場所や状況を報告するこ

とで、その場所で気を付けなければならな

いことや、その子どもに対する配慮を周知

することができ、再発防止に繋がっていま

す。令和元年度は 124 件、令和 2 年度は 107

件の報告がありました。忙しい業務の中、施

設全体・そして子どもひとり一人の事故防

止の取り組みとし

て提出してくれた

職員に感謝します。

この貴重な報告を

施設運営にさらに活かしていくための取り

組みとして、今年度からリスクマネジメン

トを担当する委員会を設けました。現場の

職員にも加わっていただき、現場目線での

リスクへの対応策を検討していければと考

えています。私たちの最大の使命である子

どもたちの命を守る、安心・安全を保障する

うえで、必要な組織と考えています。今年度

の委員会の活動は、どの範囲までどの程度

まで検討していけるか未知数ではあります

が、子どもたちの安心・安全な生活と職員も

安心して安全に働ける職場づくりが推進で

きるものと期待しています。 

 冒頭でも記した新型コロナウイルス感染

の影響が暫く続く模様であります。施設へ

の感染持ち込み防止に努めることはもちろ
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ん、退所者で困っている人、地域の中で困っ

ている人にも目を向けて出来ることがあれ

ばお手伝いできるように考えていきたいと

思っています。コロナニュースが毎日繰り

返される中、世界を舞台に活躍している日

本のアスリートたち（大谷選手、八村選手、

松山英樹選手等）は、私たちに大きな勇気を

与えてくれています。7 月に予定されてい

るオリンピックでは、どんなドラマが待っ

ているのでしょうか。私

たちも子どもたちが夢

を抱けていける「子供の

町」づくりを職員と共に

考え築き上げていきた

いと考えています。 

             

 

 

「一歩をふみだす春」 

   エンジェルホーム施設長 堀江豊子 

昨年度は皆様のご支援をいただき無事に

終えることができ感謝申し上げます。２０

２1 年 4 月に入りましたが、コロナ禍・第 4

波がきております。これまで同様に感染予

防対策を徹底していきたいと思います。 

あわただしい年度末から新年度が始まり、

今年は３月から賑やかな春を迎えています。 

今年３月、７名の卒園生が巣立ちました。 

今年卒園した男児から社会人となり会社の

方から保護者へ感謝の手紙を書くように言

われ、自分の幼少期を振り返り、「職員に助

けてもらったから今の自分がある」との内

容の手紙が届きました。中々面と向かって

話ができるわけではないので手紙を通して

職員に伝えてくれました。これまで自分と

向き合い葛藤した数年間の言葉でした。 

 順調に社会の一歩を踏み出せたこどもと、

踏み出せないこどもがおります。嫌なこと

から逃げては休み、支持されたことに「は

い」と言えず口答えをするなどまだまだ高

校生気分が抜けない子どももおります。１   

８歳で高校を卒業すると自立をしていかな

ければなりませんが、自立に必要な力が十

分に育っていません。食事・生活習慣・挨

拶・コミュケーション力、等々。特にコミュ

ケーション力・金銭管理能力が育っていな

いことです。ひとり立ちを始めた子供たち

は安定した生活を築くまでの日々は試行錯

誤の連続です。生活を立て直すことができ

ない者はたちまち衣食住にも事欠くことに

なってしまいます。アフターケアとして具

体的に色々な支援を提供するだけではなく

「寄り添う・そこに居続ける」ことによりで

きる支援もあると思い

ます。職員が相談に乗っ

てくれるという安心感・

信頼感が得られるよう

な形成作りが必要だと

感じております。 

エンジェルホームでは４月より小学１年

生（男児２名・女子１名）中学１年生（男児

３名・女子１名）高校１年生（男児１名・女

子１名）それぞれ無事に入学いたしました。 

職場にも新しい職員が１０名入職してき

ました。昨年同様にコロナ禍が続いており

ますので歓迎会もなく寂しい限りです。全

員、３月２５日着任式を終え、翌日より各寮

舎を回り実習が始まりましたが、子どもた

ち・先輩職員に教わりながら真摯に向き合

っている姿は微笑ましく感じられました。

新しい力も加わると同時にまた、新しい事

務棟（どんぐり棟）が完成いたしました。子
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供の町は、昔はトトロの森のように自然あ

ふれるのどかな環境でした。周辺に住宅が

立ち並び今はその面影もなくなり、施設内

も建物が変わるごとに木々が伐採され、数

本あったどんぐりの木も 1 本だけになって

しまいましたが、事務棟の名称を職員と話

し合い子どもにも親しみがあり子供の町ら

しい呼び名をということで「どんぐり棟」と

なりました。その中にはリラクゼーション

の部屋もあり「どんぐりカフェ」も誕生しま

した。職員が少しでもリラックス

して気持ちを新たに切り替え、子

どもにとっても職員にとっても

安心・安全に過ごせるように気配

りをしていきたいと思います。 

新年度も職員一同、頑張っていきたいと

思いますのでよろしくお願いいたします。 

      

  

職員寄稿…１ 

 

「定年退職を迎えて」 

             小島 しげ子 

目を閉じると 45 年前の私が子供の町の

正門にいます。目の前にはコンクリート造

りの管理棟があり砂利道を入っていくと左

手にはこんもりとした雑木林の中にひっそ

りと隠れ家のような園長舎が見えます。そ

のまま右に曲がると広い敷地の中にたくさ

んの児童棟が現れます。殆どが古びた平屋

の家屋で屋上にはどこも洗濯物がめいっぱ

い広げて干してあります。敷地の中央には

ブランコ等の遊具があり、大きなクヌギ等

の樹木が子どもたちを見守るように枝を張

っています。園内にはたくさんのクヌギ、エ

ゴノキ、桜や銀杏の木、そして給食室の前に

は周囲が何メートルもある巨木・ハリギリ

が立っています。そこから２50 名の子供達

の元気な声が聴こえてきます。これが私の

原風景です。 

当時子供の町は 6 時半の起床時に音楽

「おもちゃのシンフォニー」が流れてラジ

オ体操、掃除、朝食という日課でした。給湯

設備は無く、大きな鍋にお湯を沸かし食器

を洗い、下着、靴下等は配給で靴下の穴を繕

って履かせ、夏休みには布団作りがあり皮

を剥いで糊付けし、綿は３日 3 晩干して長

い布団針で閉じる作業が待っていました。2

泊 3 日の臨海訓練（4，6 年）は電車の移動

で鍋、食材等を背負って千葉の海まで行き、

極楽寺に泊まったものです。冬の朝は洗濯

物を干すと綿のシーツがカチカチに凍りつ

く寒さでした。平成元年に復職した時もク

ーラーなどなく、真夏の 2 階にある女児寮

は 43 度まで上がり廊下に雑魚寝をした事

が思い出されます。この後、生活環境は急激

に改善され、現在のような個室が当たり前

の状況になっています。 

38 年間で男児、女児、幼児、地域小規模

と一通り体験させてもらいました。回想す

ると涙を流している自分の絵を何枚も描い

ていた子、喘息で苦しんでいた子、機関銃の

ように喋りまくる子、学校で殆ど喋らず眼

鏡の中の眼も口も一文字の子、「どうせおれ

なんか」「何を食べても、風呂に入っても、

何も感じない」と言っていた子、集団に馴染

めず下駄箱に隠れていた子、不登校の子、精

神科に入院した子、外国籍の子、夜怖いと泣

いていた子、誰にでも抱きつく子・・子供達

の顔、声が次々と鮮明な映像となって浮か

んできます。 

私は乃南アサさんの小説「しゃぼん玉」に
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登場する老婆スマ。難しい事より大きなお

にぎりを作って「坊はええこ、ええこ」と頭

を撫でてあげるような人になりたかった。

だけどできなかった。でも今はできた事、で

きなかった事全てが私を成長させ人生を豊

かにしてくれたのだと思っています。「子供

の町で働けて本当に良かった」感謝の一言

です。 

    

 

 

巣立ちのご挨拶 

～3月、７人の子どもたちが 

     社会へと巣立ちました～ 

 

エンジェルホーム 6 寮 Y.G. 

 自分は幼児のころからここにいるらしい

のですが、正直ちいさいころのことは、全然

覚えていません。覚えているのは、せいぜい

小学生のころ、サッカーやソフトボールな

ど習い事の事です。 

 体操クラブに通っていた時は、毎度担当

の職員が送迎してくれました。また、中学に

なって部活を始めました。用具を揃えると

きも、毎度職員が付き合ってくれ、部活で疲

れてすぐに寝てしまうと洗濯物をやってく

れたりしてくれました。 

 高校生になり、結構だらけてしまった自

分ですが、そんな自分を最後まで見捨てず、

自分のペースに合わせてくれ、ここまで来

れました。 

 今、振り返ってみると、小さいころからた

くさんの職員に支えられてもらったなと思

います。心の底から本当に感謝しています。

ありがとうございました。 

 これから社会に出るわけですが、また迷

惑をかけるかもしれません。 

その時は、優しい目で見守って下さい。 

 

      

エンジェルホーム 6寮  S.K. 

 僕は、4 才くらいのときに、この子供の町

に来ました。正直に話すと、大人はめんどく

さくてだるいなと思っていました。けど、自

分のために色々してくれていると考えると、

とてもとても感謝したいと思います。 

 4 才から 18 才までの 14 年間くらいで、

色々なことを学び、たくさんの思い出がで

きました。 

 

 

エンジェルホーム ５A 寮 A.M. 

 私は小 5 のときに入所し、約 7 年間ここ

で生活してきました。 

 今振り返ると、この 7 年間は楽しいこと

ばかりではなく、辛いことや逆に心配をか

けたり、迷惑をかけることの方が多かった

ような気がします。 

 今まで、私の面倒を見て下さった大人の

方たちには、とても優しく、時には厳しく、

正しい道へ導いてくれました。そのおかげ

でここまで成長できたのだと思っています。

担当だった大人のみなさん、いつもわがま

まばかりいって困らせてごめんなさい。そ

れえも、突き放さず向き合ってくれてあり

がとう。 

 私は、ここで生活をして人とのつながり

の大切さをすごく感じまなびました。 
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 これから社会人となり、ここから巣立っ

ていきますが、人とのつながり出会いを大

切にしいつも私が心配だといっている大人

の方たちに「心配いらなかったな」といわせ

るぐらいの立派な社会人になろうと思いま

す。まだ、巣立つまで時間があるので引き続

き温かい目で見守ってください。ここにい

る皆さんと出会えてよかったです。 

 

 

エンジェルホーム ５A 寮 K.W. 

私は、中学生の時に来ました。それまで

は、児童養護施設という名前くらいしか知

りませんでした。けれど、ここにきたことに

よっていろいろな事を体験し、知ることが

出来ました。施設とは、どういう場所かや、

寮生活、団体生活の大変さや楽しさ、児童養

護施設の職員さんのすごさなど知りました。

そして、いろいろな人に出会い助けてもら

いながら、ここで生活をしてこれました。 

 私は陸上自衛隊に就職します。そこで強

くなって今まで助けてもらって多分、次は

自分が色々な人を助けられるように頑張り

ます。 

 今まで、ありがとうございました。 

 

 

エンジェルホーム ９寮 T.H. 

 中学生になってサッカーを始めました。

道具など、職員が買ってきてくれたりしま

した。 

楽しい学校生活を送ることが出来ました。

この感謝の気持ちを

忘れずに頑張ります。  

サッカーの日本代表

になるという夢があ

るので応援よろしくお願いします。 

 16 年間ありがとうございました。 

 

 

エンジェルホーム 5B 寮 Y.K. 

 私は、和菓子屋さんで働くことになりま

した。自分が頑張りたいことは、「自立でき

るように」ということです。 

 なぜかというと、今までは、自分の生活は

「当たり前」でできていたからです。例え

ば、ご飯や洋服、お風呂などです。 

 「施設」という生活に慣れて当たり前だっ

たことが、この「施設」を出たら「当たり前」

の生活ではなくなります。 

 なので、自分で考えて分からなければ周

りの人に聞いて、生活ができるようになり

たいです。 

 あとは、社員とアルバイトでは全然違う

ので、そこも気を付けます。 

 今までのアルバイトは、体調が悪ければ

仕事を休むことがかんたんにできましたが、

社員は、簡単に休めません。なので、体調管

理にも気を付けたいと思います。 

 あと、気を付けることは、お金の使い過ぎ

です。今まではお小遣い制でしたが、今後

は、自分で管理することもあると思うし、そ

れに、アルバイトをしてきたからこそ、お金

を稼ぐ大変さも知っているので、気を付け

たいと思います。 

 施設で生活をしていた自分は、とても大

人の方に心配や迷惑をたくさんかけてきま

した。 

 自分の思い通りにならないことは、暴言

を吐いていたし、感情のコントロールがで

きないときは、大人の方に、暴力を振ってい

ました。  
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 関係ない人たちを傷つけていることも多

く手に負えない時期もありました。それで

も、大人の方は、自分を見捨てず私の話を聞

いてくれたり、自分が悪いところは、指摘し

てくれました。そのおかげで、自分は変われ

た気がします。 

 自分が変われたのは、私をちゃんと見て、

ちゃんと接して、ちゃんと叱ってくれた大

人がいるからです。 

 この施設を出たら、こういうことを言っ

てくれる大人はいなくなるので、今度は、周

りに迷惑をかけないように生活をしていき

たいです。 

 

    エンジェルホーム 9 寮  R.N. 

卒業後、自分が好きな車屋さんに就職す

るので頑張りたいと思います。 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンジェルホーム ５B 寮 年中 Y.S. 

 

 

入園・入学 

  幼稚園・２人  小学校・６人 

中学校・５人  高校・７人 

   の子どもたちが 1年生 

になりました！ 

 

 

 

幼稚園 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「ようちえんたのしいよ」 

    エンジェルホーム ５B 寮  K.M. 

 

 

 

 

 小学生  

    「がんばりたいこと」 

エンジェルホーム 6 寮 K.M. 

いちねんせいになってがんばりたいこと

は、べんきょうです。おそとでたくさんあそ

んでからだをうごかしたいです。ともだち

がいないのでたくさんつくりたいです。ご

はんいっぱいおかわりしたい。うんちとい

れでできるようにしたいです。 
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中学生 

     「中学生になって」 

子供の町 3 寮 K.A. 

僕が中学生になって、がんばりたいことは、

部活と勉強です。なぜかというと、僕は数学

の勉強や授業があまり得意ではありません。

なので中学校で難しくなる勉強もあまりで

きないかもしれないのでがんばりたいと思

いました。 

部活は美術部に入りました。元々絵を描

くのが好きで、美術部に入ったら色々な技

術を学べると思っ

たからです。中学

生になっても生活

を楽しんでいきた

いです。 

 

高校生 

 

「高校生になって」 

菜の花 S.M. 

この春、無事杉戸農業高等学校に入学でき

ました。最初で最後の高校生活でしたいこ

とは三つあります。 

 一つ目は、本格的な将来の夢を作ること

です。杉農は高卒で就職できる学校だから、

その機会を使って、将来の夢を作りたいで

す。 

 二つ目は、高校が忙しくなっても、基本的

なことは続けたいです。洗濯物を干す、弁当

箱を洗う、朝自分で起きるなどを続けたい

です。 

 三つ目は、勉強を頑張りたいです。高校は

みんなが同じスタートだから、中学校の時

より頑張って上の順位をねらいたいです。 

 初めての高校生活で早めに寝ないとつか

れたり、学校までが遠かったり、色々中学よ

り大変ですが、自分で選んだ高校だから頑

張ります。 

 

   

 

 

４月に１２名が 

新しく職員になりました。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

「入職にあたっての抱負」 

事務所 平良静香 

昨年から、事務のパートとして勤務させ

ていただき、今年度から正職員としての勤

務になりました。 

児童養護施設に務めるのは初めての為、 

施設の仕組みなどもわからないことがたく

さんありますが、そのわからないを減らし

ていけるよう日々取り組みたいと思ってい

ます。 

子どもたちと直接関わることはあまりで

きないと思いますが、お顔とお名前を少し

でも覚えられたらと思っています。 

 

「栄養士として子供の町で働くにあ

たっての抱負と心構え」 

         給食室 後野綾香 

 私は、栄養士として働くにあたり、特に頑

張りたいことは子どもたちの成長に合わせ

た献立を作ることです。 
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 また、子どもたちにスキキライせずに食

べてもらうために調理や食材の組み合わせ

や、彩りなども工夫できる献立を考えてい

きたいです。 

 

「1 年目の抱負」  

子供の町 すみれ 滝沢徳子 

１年目の抱負として私は子ども一人、一 

人と寄り添っていきながら共に成長してい

きたいと思います。始めは仕事の内容を覚

えることや 1 日の流れを把握する事で精一

杯でした。今は先輩職員の方に 1 から教え

てもらうことが多いですが、早く仕事の内

容を覚えられるように分からない事やすぐ

に聞きながら動けるようにしていきたいで

す。まだまだ未熟な私ですが、職員の方々

や、子どもたちから信頼されるように努力

していきたいです。 

 

「健康第一」          

      子供の町  わかば 廣瀨梨乃  

 私は幼い頃から、様々な大人の人たちを

見てきました。その中で、よい生き方とは何

なのかを今までずっと考えてきました。こ

の施設は、子どもがよりよい生活をしてい

くために必要な環境を整える場所であると、

短い期間ですが、約一ヶ月働いてみて感じ

ました。子どもがよりよい生活をする場を

作るために、まずは自分が新社会人として

よりよい生き方をしていけるよう、心と体

の健康を大切に精進していきたいです。 

 

「入職に当たっての抱負」 

エンジェルホーム 6 寮 出志久保拓海 

私の入職に当たっての抱負は、積極性を

持って仕事に取り組むことです。 

4 月から仕事が始まりまだまだ分からな

いことだらけですが、積極的に仕事や質問

をして少しでも早く仕事を覚えられるよう

頑張っていきたいです。また子どもとの関

わりでも積極性を大事にして自分から進ん

で挨拶や会話をしていき子どもたちとたく

さんの時間を過ごせるようにしていきたい

です。 

仕事にまだ慣れていなく先輩職員の皆様、

子どもたちには迷惑をおかけしますが精一

杯頑張っていきます。よろしくお願いいた

します。 

 

 

「入職にあたって 

の抱負」 

子供の町 すいせん 

ミール レゾワナ ミモサ 

入職にあたっての抱負は、「できることは

その日のうちにやる」ことです。配属されて

から、「こんなこともやるんだ！」と思った

ことがたくさんありました。この一年間は、

子どものことや仕事内容を覚えることで精

一杯になると思います。早く慣れ、仕事内容

を覚えるためにも、疑問に思ったことはす

ぐに相談できるようにしたいです。 

 またその後も、任される仕事が増えてき

たら、優先順位をつけて時間を有効に使え

るようにしたいです。 

 

「入職にあたって」     

エンジェルホーム ５B 寮 渡辺聖 

 私は、子供の町に入職してから一ヶ月が

経ちますが、子どもたちへの対応や関わり

方に苦戦する日々を過ごしています。「子ど

も」としてラベリング化して見るのではな



 

「子供の町だより」（復刊第 43 号）             令和 3 年 5 月 1 日発行 

10 

 

く、一人一人を理解し、しっかりとそれぞれ

の心と向き合いながら、関係性を構築する

ことを心がけていきたいと思います。また、

子どもたちを幸せにするには、自分自身の

心が健康で幸せでなければならないと思う

ので、自身の心を大切にする事も忘れぬよ

う仕事に励みたいです 

 

「入職にあたって」 

子供の町 わかば 木村洋紀 

コロナ禍の中でも受け入れて下さった施

設への感謝は忘れずに、子どもたちをより

深く理解し、また、周りにはたくさんの先輩

職員方もいらっしゃるので、子どもとの接

し方を参考にしていき、日々のコミュニケ

ーションを通して自分なりの子どもたちと

の関わり方を模索していくことを目標とし

て頑張りたいと思います。 

 人と話すのは苦手ですが、先輩、同期他、

多くの人と関わっていきたいと思っていま

すので、これからよろしくお願いします。 

 

「心がけとして」 

子供の町 たんぽぽ 當摩哲太   

誰にでも分け隔てなく「明るく、元気に、

笑顔で接する。」を心掛けて頑張っていきた

いと思います。また中・高の国語の教員免許

を有しているので、国語を中心とした勉強

のサポートができればと

思っています。今年度から

よろしくお願い致します。 

 

「1 年目の抱負」 

子供の町 3 寮 町裕登 

私の入職に当たっての抱負は、子どもと

一緒に自分も職員として成長することです。

まだ入職して間もないですが、子どもと

日々生活を共にしてきた中で時間管理や仕

事のやり忘れ等、今の自分に足りていない

能力、出来ていないことが見えてきました。

それらのことを改善し成長できるよう先輩

職員の方々から学び、子どもと一緒に生活

していく中で私の目標である「子どもが安

心して頼れる職員」に最初の一年間で少し

でも近づくことができるよう頑張っていき

たいと思います。 

 

「入職するにあたって」 

エンジェルホーム ５A 寮 西島紡生   

入職して一カ月が経とうとしており、寮

内の雰囲気にやっと慣れてきたと同時に、

この場に立てることに嬉しく思います。そ

の中で、基本となる子どもたちとの関係づ

くり、多職種との連携、職員間での情報共有

などに不安を感じています。分からないこ

とは、先輩職員の方々にご指導していただ

き、知識やスキルを身に付けていきたいと

思います。 

 まだまだ未熟な私ですが、子どもたちの

喜びや悲しみを共有しながら共に成長し、

寄り添える職員になれるよう精進していき

ます。 

 

｢職員としての責任感｣ 

子供の町  3寮  池田彩芽 

入職して新しい環境でのスタートを切り

ました。施設職員になることは高校時代か

らの夢であったため、その夢を叶えられた

今、これから自分が出来ることを探しなが

らこの仕事に向き合っていきたいです。そ

して、子どもたちのサポートをしっかり出

来るようにしていきたいです。まだ慣れな
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いことばかりで大変ですが、社会人として

職員としての責任感をもち、安心感や信頼

感を与えられるような職員になれるように

日々努力していきます。 

 

 

 

職員寄稿…２ 

 

「産休を迎えるにあたり」 

～結婚出産後も働きたいと思える職場に～ 

エンジェルホーム ５B 寮 大塚美帆 

今や、夫婦共働きの家庭は多くなり、結婚

後も女性が働きやすい社会になっています。 

 私もその中の一人であり、一児の母でも

あります。産後、復職するにあたり施設側に

は、勤務内容の変更を特別お願いしたりと、

色々配慮していただいて今に至ります。以

前は結婚を機に退職される職員が多かった

ですが、最近は継続して勤める職員も増え

ています。子育てとの両立という面では、ま

だまだ難しい部分もありますが、子供の町

では男性の育休取得実績もあり、少しずつ

ではありますが両立しやすくなってきたか

と思います。自身の子育て経験から仕事へ

還元できることも多くあると思っているの

で、若い職員も迷いなく仕事を継続しても

らいたく、そうした人たちを援助する体制

づくりを施設側にも期待したいと思います。 

 

＊大塚保育士は、6月から 2 度目の 

産休に入ります。育休を経て来年度に 

復帰する予定です。 

 

 

 

子供の町あれこれ 

 

◆２月１３日＜新職さん内定者懇談会＞ 

 新規採用職員の懇談会は、緊急事態宣言

の発出により、オンラインでの開催となり

ました。さすが、コロナ渦の学生経験の新職

さんたち、スムーズに入室し自己紹介もテ

キパキと行い、先輩職員のインタビュー方

式のエールでは、オンラインでも場が和ん

だ内定者懇談会でした。 

◆２月２２日＜新一年生への贈り物＞ 

 埼玉西武ライオ

ンズ内海哲也選手

から、新一年生にピ

ッカピッカのラン

ドセルが届きまし

た。 

 真新しいランドセルに目を輝かせ、早速

背負って笑顔を見せる新一年生。６年間背

中で成長を見守り、後押ししてくれる素敵

な贈り物に感謝いたします。 

◆３月１２日＜スマホデビュー＞ 

 新高校生が卒業式を前に、スマートフォ

ンの契約手続きを行いました。NTT ドコモ

（ドコモショップ春日部店）さんのご協力

で、出張販売形式のため、施設の中で時間も

短縮でき、とても助かりました。スマホを手

に満面の笑顔が印象的でした。 

◆３月２５日＜新職さん着任式＞ 

 新規採用職員 10 名が着任しました。式で

は理事長から歓迎のあいさつを受け、表情

を固くしていた 10 名の胸の内は、きっと責

任と期待そして少しの不安だったのでしょ

うか。早速、５日間の実習が明日から開始で

す。それぞれの自分を活かして活躍を期待
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しています。 

◆４月１日＜新職対面式＞ 

 新規採用職員の話題ばかりの「あれこれ」

になってしまいました。今回、子どもへの紹 

介はオンラインで行いました。それぞれの

新職さんが自己紹介した後、子どもたちか

ら質問コーナーがあり、「好きな鬼滅のキャ

ラは？」等、オンライン上でのやり取りも笑

いあふれる対面式になりました。 

◆4 月 7 日＜今夜はお寿司＞ 

毎年恒例の松葉寿司様による「握り寿司」

の夕食慰問がありました。寿司職人さんが

ひとり一人のお皿に一人前ずつ、握ってく

れました。「ワサビ抜き」「生もの苦手」との

オーダーにもひとつ

ひとつ応えていただ

き、入学式、進級の前

日に大満足の夕食会

となりました。 

 

 

 

                             

                           イラスト 菜の花 中 1 Y.Y. 

 

ＲＢＡインターナショナル第三企画(株) カミノウェンケ 中山裕子

秋元菜穂 木村ミルクセンター ㈱並木樹脂

安達博人 ㈱クシマ 野口亜由美

アットホーム㈱ ㈱ケイジェイシー 浜友観光㈱楽園柏店

荒木　嗣則 毛部川裕一 浜友観光㈱楽園港北インター店

㈱アラボー 小林胡桃 浜友観光㈱楽園南越谷店

アリックス㈱ 斉藤さくら 浜友観光㈱楽園松戸店

㈱イシモ建設 坂﨑亮二 林恵子

和泉英仁 坂巻君代 ㈱ハーベス

㈱市上建設 翔夢興行㈱ ㈱ヒイラギ

井上修 白石和代 フードバンク埼玉

㈱ＵＹＥＫＩ 第一生命保険㈱埼玉東部支社 藤倉高春

植田淳子 ㈱太平　内牧夢ランド 細谷悟

薄久子 ㈱太平　エルアンドエル柏 ㈱松本商会

ウルノ商事㈱ ㈱太平　かすかべ夢らんど ㈱みのや（おかしのまちおか）

大竹規之 ㈱太平　平方夢ランド ㈱武蔵野銀行越谷支店

㈲沖田土木 田中文男 ムラヤマ産業㈲

荻野純子 樽川輝昭 ヤマザキビスケット㈱

小野雅之 (株)デジタルライズ内海哲也ランドセル基金運営事務所 陸上自衛隊大津駐屯地第4陸曹教育隊山田渉

カーブス春日部ふじ通り ㈱東京新美術　紫舟アトリエ ㈱ワイティーエス

カーブス武里 ㈲東武管工設備 他　匿名の方々

片岡志寿代 中条紀孝

子どもたちのために、たくさんのご支援ありがとうございました。

＊子供の町のホームページを開設しております。是非ご覧ください。　　　  　　　Http://kodomonomachi.jp/

令和３年２月～４月に寄付金・寄付品を頂いた方々（順不同・敬称略）

 

 


